
2 全校取組

(1)技能到達度一覧表 ロスマイル こうぼう

昨年度,技能系統表をもとに, 1年間の達成率を担任が評価する「技能到速度一覧表」を作成し

た。それぞれの学年で児童が道具をどのくらい使うことができるか,ヽ ろヽいろな技法をどれくらい

使えるか,等スキルの到速度を記したものである。これを前担任が次学年の担任へと引き継ぎ,年間

指導計画を立てる際に役立てた。それが次の表である。

2年(新 3年 )

‥ 活用■■ 麟

ル ′軟のしらしらな持ち方を出 ′糠

の太atかえ昴 菫る。

例″軟が汚れなし毬】こ考えて混略 .

クリ軟を籠や嬌でばかす方滅籠気bてい

る。

野 〕歌をrOHではじ妨 藩竃気いてい

る.

色鉛筆 ぬり方

のり 必要な臓を出す。

00はみ出a■こ菫ろ“
ホエポント出し方 E″ 3すr

ホIボント つけ方

,&|Ei -t ttt bj - 7. erv t6 - 7l
両面テープ

はさみ 3つの指を使つて正しく持つ。

13●み 紙を動ル て切る.

スポンジ

1: たんぼ

コンテ相でこすつてばかす

カラー
～

グ′し―ガン

:` ホチキス

"―
ナイフ

日麻―ルカ

"―ローラー

輸つ員 出し方と水の●.

|.・●員 色をイメージしなが班彙略 .

絵の員 水と輸め員の分●を考え′にし
わ 表現を取こ

''て
いL

絵の員 片付け

かなづち

くぎ

くぎぬき

3t りヽ刀

スポンジローラー

3 きり

のこ詢

引

針金とベン

デジタルカメラ iPad
郵 割ビン

はと目

はとロバン

中学年こ
=て

図画工作科技能到達度一覧

80 90 100



その中で,学年の課題が明らかとなってきた。

(例 )

1年 (新 2年 )○色鉛筆 塗り方・・・・・・・・・・・ 80% 枠をとらずにはみ出す

○のり はみ出さずに塗る 。・・・・・・ 70% はじを塗れない はみ出す

Oはさみ 紙を動かして切る。・・ ・・ °70% 紙を回せない

3年 (新 4年 )○ 色鉛筆塗り方 ・・・・・・・・ ・・・90% 筆圧の調整が難しい

○木エボンド 出し方・・・・・・・・・ 70% 出し過ぎる

○絵の具色をイメージしながら混ぜる 。・70% 色の足 し算が難しい

○カッターナイフ・・・・・・・・・・・80% 刃の角度が難 しい

これらの課題を解決 し,個 々のスキルを向上していくことで,児童一人一人が自分の思いを楽し

くのびのびと表現できるようになると考えた。そのスキルアップの時間として考えたのが,「スマイ

ルこうぼう」の時間である。 15分間の「朝の活動」のうち,隔週火曜日を「スマイルこうぼう」と

名付け,造形的なスキルを身に付ける時間として設定した。授業で使う用具の扱いに慣れたり,材料

と触れ合ったりすることで経験を重ね,授業の中で自分の思いを表現する力につなげたいと考えた。

内容は,短時間でできて達成感を得られるものにした。多くの作品に、も、れ,見る楽しさを味わえるア

ー トカー ドによる鑑賞活動も取り入れた。

スマイルこうぼう実施計画   (火 曜日 朝の活動 )

1自

「

2年

:

学

期

ミニやさいずかんづくり

自分マークを考えよう

けんをつくろう

つるをおろう

七夕かざりをつくろう

(ちょうちん)

.S、 しぎなかみがた

色鉛筆

クレヨン,パス

新聞紙 広告紙

色紙

はさみ,の り

色紙

クレヨン,パス

ミニやさい日かんづくり

自分マークを考えよう

なかよしリングづくり

おどうぐばこづく3リ

つるをおろう

七夕かざりをつくろう

(天 の川 )

色鉛筆

クレヨン,パス

新聞紙

牛乳パック

新聞紙

色紙

はさみ,の り

色紙

2

学

期

はさみでチョキチョキ

ステキなとんがりぼうし

わつかづくり

(直線切り)

パクパクかえる

はさみ,の リ

色紙

色鉛筆

はさみ,の リ

色紙

はさみ,の り

カラーペン

大かいじゅうのスーパー光

線

はさみてぐるぐるすいすい

しゃばん玉をかこう

図工の実験 もS｀ きのばし

わつかづくり

(長さを測って切る)

ねこのドミノだおし

色鉛筆

クレヨン,パス

カラーベン

はさみ,の リ

色紙

コンテ

共同絵の具

共同絵の具

はさみ,の リ

色紙

接着剤 はさみ

カラーペン



3年 4年

:

学

期

ミニ魚 日 かんづくり

自分マークを考 えよう

つろをおろう

釘 をぬ こう

七 夕かざりをつくろう

ロケットモクモク

色鉛 筆

カラーベ ン等

色紙

釘 ぬ き,ベンチ

はさみ ,色紙

色鉛 筆  コンテ

クレヨン.パス

三 び きの子ぶ たの家

自分 マークを考 えよう

つろをおろう

七 夕かざりをつくろう

釘 うちトントン

色のサンプル 9色

色鉛 筆

カラーペ ン等

色紙

はさみ ,色紙

釘 ,金づち

釘 ぬ き

絵 の具
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長 い紙 で ～紙 ばね ～

じゃばん玉 をか こう
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接 着 剤

絵 の 具

はさみ ,のり

色 紙

色 えん び つ

サ インベ ン

コンテ

はさみ  の リ

綸 の 具

はさみ ,のり

色 紙
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色 00筆

Jヽ 刀

Jヽ 刀

はさみ

両 面テープ

サインペ ン

はさみ,の リ

色紙

5年 6年

:

学

期

:2色  色 相 環 (し きそ

うか ん )

自分マークを考 えよう

つるをおろう

名 面 ベ イント風 神・雪神

七 夕かざりをつ くろう

線 はばデ ッサ ン角柱

絵 の 具

カラーベ ン等
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(2)こ とばであらわそつ

児童が自分のイメージを表現する言葉が思い付かず,限 られた言葉になってしまうことが,プ レ

大会後の本校の課題となった。そこで,児童が,言葉で表現する時の参考の |つ として,図画工作

工用「言葉で表そう」を作成した。これは振り返リカー ドの記入時や,鑑賞活動の際に活用してい

る。余白を設け,本人が見つけた言葉も書き加えられるようにしている。また,分類項目を「かた

ち,い ろ,て ざわり。かんしょく,イ メージ」にわけ,各項目の言葉については,教職員が分担 し

て作成した。

(下学年用 )
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せん・ライン つめたそう ぬめぬめ しつかりした

たいら どんより ぬるぬる シンプルな

らいさい なつかしい ばりはり すつきりした

ちぢむ はつとする ばりばリ つよい
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(上学年用)
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角ばつている かすれた 7 ざらぎら エレガントな
ごつごつした キラキラ しつとりとした おだやかな
さんかく 三角 くすんだ すべすべ おとなしい
しかく 口角 10 嗜い ちくちく 10 おびえた
餞い こわい つめたい 落ち着いた
末広がり さむそう つるつる かすかな
は'ライン 躊 どつしりとした がつしりした
平ら義 伏のない すきとおった なめらかな きつちりした
小さい つめたそう ぬめぬめ クールな
日もる・■なる とうめい ぬるぬる ゴージヤスな
積み重なる どんより ぼりばり ヨちゃごちゃした

実き出た なつかしい いんやりした 心温まる
でこぼこ 凸凹 はで ぶつぶつ さわやかな
とげとげした ピカピカ 20 ふんわりした 20 ぎんじんな
長い 不思■な もちもち しつかりした
伸び・鱚み ほつとする やわらかい シンプルな
ふとい まぶしい じんみりした
じらんでいる やわらかい 自然な
ほそい すつきりした
二 型 そぼくな
放射状

強い
まがった・しなった ナチュラルな
まるい 丸 なつかしい
みじかい 30 魔れるような
みぞ はげしい
三日月型 はつきりとした
らせん状 はなやかな

ひつそりとした

ぴつたりな

本物のような

やさしい



(3)-1 1年 生の取組 題材名「いろいろならべて」

① 実態

絵をかいたり,工作をしたりすることが好きな児童が多く,図 画工作科の時間を楽しみにしている。また,

活動に早く取りかかり積極的に楽しめる児童がいる一方で,自 分の作りたい物がわからなかったり,思い通

りに作ることができなくて活動に路躇したりしてしまう児童もいた。そこで,材料からイメージを膨らませ,自

分らしい表現や活動が自由にできる造形遊びの楽しさを味わってほしいと考え,色紙を題材とした活動を

設定した。

② ねらい

。色紙の形や色から並べ方や重ね方を思い付き,いろいろ試す中で好きな並べ方や重ね方を見つける。

。並べ方や重ね方を試行錯誤したり友達や友達の作品と関わったりする中で,思い思いの活動を楽しむ。

③ 取組の実際

ア イメージを膨らませるための授業準備～スマイルこうぼう～

スマイルこうぼうの時間を活用し,事前に小さな色紙を一人20枚程配り,

自分の机の上で好きなように並べる活動を行った。活動に興味をもち,楽

しそうに何度も机の上で色紙を並べる児童が多い中,好きな並べ方が思

い浮かばず,何度も並べ直し,活動が進まない児童もいた。そのような児童

に対しては,友達の並べ方を見せたり,教師と一緒に好きな色の順番に並べたりした。

イ 対話を通して表現する喜びが互いに感じられる

活動が進んでいくと,近くにいる児童同士や活動が似ている児童同士で集まり,

「一緒につなげながら廊下に行こう。」「○○さんのところに向かってつなげていく

ね。」と作品を通した対話ができていた。他にも,「○○さんは,全部似た色で並べ

ているね。」「まっすぐじゃなくて,傾けておくと面白いね。」など,形や色と関わる対
|

話ができていて,表現する喜びが互いに感じられる場面が見られた。

④ 成果と課題

(成果)。 事前の活動を行っていたこともあり,授業では自分の好きな色や数の色紙を手に持ち,自 分の机

や教室の床に思い付くままに並べていくことができた。

・並べ方や重ね方など,タブレット端末を使って写真を撮ることで,並べ方や重ね方の変化の様子

などの記録が残り,振り返りの場や評価においても効果的であった。

(課題)・ 児童が友逹や教師との対話により,試したよさを伝え合ったり見つけたりしながら,さ らに発想を膨

らませ児童の深い学びへとつながる教師の言葉かけが必要だと感じた。



(3)-2 2年 生の取組

① 児童の実態

図画工作科の時間は,好きな児童が多くいつも楽しみにしている。昨年度から造形活動にも意

欲的取り組み,経験を重ねてきている。しかし,自 分の思い通りに表現できなかったリイメージ

通りに活動がすすまなかったりする場面で困ってしまう児童もいて,課題があることを感じた。

そこで,材料からイメージを膨らませ,自 分らしい表現や自由に活動する楽しさを味わえる造形

遊びを取り入れ,『新聞紙をへんじん』という題材を設定した。

② ねらい

。新聞紙に働きかけることを通して,形や触った感じの変化に気付く。

・新聞紙を折ったり丸めたり破ったりするなど,手や体全体の感覚を働かせ,活動を工夫してつく

る。

・新聞紙に働きかけることから生まれる形をもとに造形的な活動を思い付き, どのように活動する

かを考える。

・全身で新聞紙に働きかけながら,い ろいろな形や触った感じの変化などを見つけることを楽しむ。

③ 取組の実際

ア『素材に慣れよう』 ～スマイルこうぼう～

事前にスマイルこうぼうの時間を使って新聞紙を細く九めて棒状にした。その後セロテープで

留めて,輪っかにした。初めは固くなった新聞紙を丸める作業に苦戦 していた児童たちも何個か

つくつているうちにこつが分かり,

楽 しみながら作れるようになった。

できた作品は,な かよしリングとし

て生活科の学校探検で活用した。

イ『新聞紙をへんじんさせよう』

体育館を使って,新聞紙 と広告紙を材料 として活動を行つた。活動の途中から,「 ここはプール

じゃなくて家に変えよう。」「広告紙をつけたらカラフルな傘になってかわいいよね。」と作品を通

して,個人の活動から対話をしながら友達 とつながり,新聞紙 という材料に豊かに関わりながら

活動を楽 しむことができた

④ 成果と課題

(成果)

。スマイルこうぼうの時間を生かしてスムーズに活動ができていた。

・活動の様子や課程をタブレッ ト端末で写真に撮 り記録に残すことで,振 り返 りの場面でも自分

の製作課程工夫したところを画像で友達に説明することができた。鑑賞活動や評価の場面にお

いても効果的であった。

(課題 )

・活動を行う前に事前にイメージを持たせる活動を取 り入れておけば活動がより深まったと思う。

また,活動に悩んでいる児童については「どうしたぃの ?」 などの声かけをタイミングよく行う

等,児童がさらに発想を膨 らませることができる個に応 じた声掛けの仕方を工夫することが必要

だと感 じた。



(3)-3 3年 生の取組 題材名「トントンくぎ打ち,コ ンコンビー玉」

① 児童の実態

図画工作科の学習に大変意欲的であり,その中でも特に「工作が好き」と口答している児童が多い。しか

し,工作を通して自分の思いを表現するためには,基礎的な技能の習得が必要である。基礎的技能の習得

と向上は,自分の思いが表現でき,製作活動の幅を広げることにつながると考える。

② ねらい

。金づちによるくぎ打ちやくぎ抜き等の基本的な技能の向上を図る。

。自分のイメージを作品に表すことができるようなしかけに気づくことができるようにする:

取組の実際

用具や材料に慣れる～スマイルこうぼう～

金づちによるくぎ打ちや<ぎ抜きの技能の向上を図るために,木切れを使って試し打ち

や試し抜きを行った。初めて金づちを扱う児童にとっては,材料や用具への不安感や恐

怖だが強く,思うようにくぎを打ち込むことができない児童もいた。しかし,補助具として

のペンチや消しゴムによるくぎの固定の仕方を提示することで,く ぎを打ったり抜いたりす

ることができる児童が増えてきた。打ち込むくぎの高さを変えたり,斜めに打ったりする等

の発想を作品に生かそうとする児童もでてき,

イ 主体的・対話的な学びから深い学びヘ

学習が進んでいくと,「くぎと別の材料を浄

多くの児童が感じはじめた。ストローにくぎをさすことゃ,く ぎにクリップを直接挟
 `・

③
　
ア

むことで,ス トローやクリップを手動で回転させることに気付いた児童がいて,グ

ループの友達とやり方を共有する様子が覗えた。試行錯誤する中で,「真ん中の

穴が大きかったら回転する」ことに気付き,それを全体で共有したことで,児童が

思い描いたイメージに近づく作品が仕上がってぃった。

④ 成果と課題

(成果)。 <ぎ抜きの高さを調整する方法や,間 に木材を挟んだリペンチを使ったりしながらくぎを抜くといった

基礎的な技能を活用する様子も伺え,ほとんどの児童が「金づちによるくぎ打ちやくぎ抜き」の技能

を身に付けることができた。

・児童自身が製作過程をタブレット端末で記録することで,その日の製作における成果や課題を客

観的に把握することができた。

(課題 )。 発達段階に応じた工作の経験や,材料や用具の組み合わせて新たな表現を生み出す楽しさを,よ り

多くの児童が感じることができるような指導計画を立てることを考える必要があると感じた。

ヘ  ヤ

』


